
ウプトとは、古代エジプトのヒエログリフ（象形
文字の一種）で、「伝達する人」の意味。エジプ
ト古王国の碑文などに見られ、19世紀初めに
フランスのシャンポリオンが解読している。
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第１回オハイオ大学長期研修

　全米の美しい大学ベスト10に数えられるキャンパスで、11学部に在学
生３万２千人強を有するオハイオ大学。
　1973年に本学が同大学と学術交流協定を締結して以来、さまざまな
交流が行われています。1994年、提携20周年記念事業の一環として本
学学生のための長期研修プログラムが始まりました。2年次の１学期間を
利用してオハイオ大学で学ぶこのプログラムは、英語、専門科目、アメリカ
文化、保健体育などの科目を履修し、それらが中部大学の適切な科目の
単位として22単位まで認められる制度です。当初は工学部・国際関係学
部で各15人を定員に募集し、同年1月に行われた説明会には100人以上
の学生が出席。3月～7月の長期研修に30人が参加しました。翌年からは
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４月23日、「武道体育館開き」が行われた。「剣道形」を披露する錬士七段の伊藤 太春日井市長（手前）と教士八段の渡邉 香教授。

P3

　今号の特集は「学部長ってどんな人？」です。中部大学には7つの学部がありますが、学部
長はそれぞれの学部を代表する先生です。学生の皆さんがあまり知らない他学部の学部長
の先生の横顔を知ることができるかも！？
　また今号では、今年度から新しく着任された57人の先生の紹介ページもあります。興味の
ある分野の先生や趣味の合う先生がいたら、研究室を訪ねてみてはいかがでしょうか。
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経営情報学部でも募集を開始、計45人がアメリカへ旅立ちました。
　今年で17年目を迎えるオハイオ大学長期研修。派遣留学とは違い、中
部大生同士が助け合って留学生活を送ります。海外で専門分野の勉強
をしてみたいけど、1人では不安だという学生に人気があり、毎年約50人
が参加している本学一番人気の留学制度です。この研修を体験した学
生の多くが、派遣留学への参加やオハイオ大学大学院奨学金留学制度
を利用して進学した後、国内外で活躍しています。現在、留学窓口の国
際交流センター（キャンパスプラザ2階）で、説明会や事前ガイダンスのほ
か、留学経験者の話を聞くことができます。
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第１回オハイオ大学長期研修に参加した学生たち


